
都
城
島
津
邸
10
年
の
歩
み
と

こ
れ
か
ら

都
城
島
津
邸
は
、
開
館
か
ら
今
日
に
至

る
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
別
展
や
企
画
展

を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
博

物
館
と
し
て
、
都
城
地
域
と
都
城
島
津
家

の
歴
史
を
、

南
九
州
地
方

や
九
州
地
方

と
い
っ
た
枠

の
中
で
紹
介
。

併
せ
て
、
都

城
島
津
家

と
島
津
本
家

の
関
わ
り
を
、

都
城
に
ち
な

ん
だ
人
物
と

文
化
に
関
す

る
史
料
を
用

い
な
が
ら
紹

本
市
に
都
城
島
津
家
史
料
が
寄
贈
さ
れ
間
も
な
く
15
年
、
そ
し
て
、
都
城
島
津
邸
は
開

館
10
年
を
迎
え
ま
す
。
節
目
と
な
る
今
回
の
企
画
展
で
は
、
都
城
島
津
邸
が
所
蔵
す
る
国

の
重
要
文
化
財「
朝
鮮
国
書
」や
、
県
指
定
文
化
財「
庄
内
地
理
志
」な
ど
を
展
示
。
都
城

島
津
家
史
料
の
重
要
性
や
魅
力
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

�
◎
問
い
合
わ
せ　
都
城
島
津
邸　
☎
23
－
２
１
１
６

都
城
島
津
家
史
料
の
魅
力

～
後
世
に
伝
え
る
文
化
財
～

都
城
島
津
伝
承
館
企
画
展

介
し
、
そ
れ

ら
の
史
料
を

後
世
に
伝
え

て
い
く
こ
と

の
重
要
性
を

発
信
し
て
き

ま
し
た
。

今
回
の
企

画
展「
都
城

島
津
家
史
料

の
魅
力　
～

後
世
に
伝
え

る
文
化
財
～
」

で
は
、
都
城

島
津
邸
が
収

蔵
す
る
島
津
家
史
料
の
魅
力
や
、
そ
の
歴

史
的
価
値
に
つ
い
て
、
東
京
大
学
史
料
編へ

ん

纂さ
ん

所
が
所
蔵
す
る
国
宝「
島
津
家
文
書
」

に
も
触
れ
な
が
ら
、
ひ
も
と
き
ま
す
。

企
画
展
の
概
要

期
間
中
は
展
示
替
え
を
行
い
ま
す
。
各

史
料
の
展
示
期
間
は
、
都
城
島
津
邸
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

【
展
示
史
料
】

◉
朝
鮮
国
書（
国
重
要
文
化
財
）　

朝
鮮
国
王
か
ら
琉
球
国
王
へ
出
さ
れ
た

文
書
。
琉
球
の
船
が
朝
鮮
で
遭
難
し
た
際
、

生
存
者
を
送
還
さ
せ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

◉
庄
内
地
理
志（
県
指
定
有
形
文
化
財
）

　
都
城
島
津
家
第
22
代
当
主
の
久ひ

さ

倫と
も

の
時

代
に
編
さ
ん
が
開
始
。
当
時
の
都
城
地
域

の
風
土
や
歴
史
な
ど
を
網
羅
し
た
百
科
全

書
と
も
い
え
る
史
料
で
す
。
全
１
１
３
巻

（
現
存
し
て
い
る
の
は
１
０
３
巻
）。

◉
三さ

ん

国ご
く

筆ひ
つ

苑え
ん（

県
指
定
有
形
文
化
財
）

島
津
家
重

臣
な
ど
に
よ

っ
て
書
か
れ

た
書
状
や
和

歌
、
漢
詩
を

切
り
取
り
、

厚
手
の
台
紙

に
貼
っ
た
史

料
。
鑑
賞
用

と
し
て
ま
と

め
ら
れ
た
も

の
で
す
。

◉�

そ
の
他
の
展
示
史
料　

緋ひ

羅ら

紗し
ゃ

地じ

丸ま
る

に
十

じ
ゅ
う

字じ

紋も
ん

陣じ
ん

羽ば

織お
り

、
鉄て

つ

錆さ
び

地じ

紺こ
ん

糸い
と

威お
ど

瑠し
る

璃り

斎さ
い

胴ど
う

具ぐ

足そ
く（
市
指
定
文
化

財
）な
ど

【
展
示
期
間
】

10
月
６
日
㈰
ま
で　

９
時
～
17
時（
入
館
は
16
時
30
分
ま
で
）

※�

毎
週
月
曜
日
休
館
。
月
曜
日
が
祝
日
の

場
合
は
、
そ
の
翌
日

【
観
覧
料
】（
税
別
）

大
人
２
０
０
円（
１
５
０
円
）

高
校
生
・
大
学
生
１
５
０
円（
１
０
０
円
）

中
学
生
以
下
無
料

※�（　
）は
、
20
人
以
上
の
団
体
料
金
。
本

宅
観
覧
料
は
別
途
、
小
学
生
以
上

１
０
０
円

関
連
イ
ベ
ン
ト（
無
料
）

国
宝「
島
津
家
文
書
」
や
樺か

ば

山や
ま

家
文
書

か
ら
み
る
都
城
島
津
家
史
料
の
魅
力
な
ど

に
つ
い
て
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

⃝
�

日
時　
８
月
24
日
㈯　
14
時
～

⃝
�

場
所　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

⃝
�

講
師　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所　
助
教

小こ

瀬せ

玄げ
ん

士し

さ
ん

⃝

定
員　
１
０
０
人　
※
申
し
込
み
不
要

国重要文化財「朝鮮国書」

県指定有形文化財「庄内地理志」

県指定有形文化財「三国筆苑」

市指定文化財
「鉄錆地紺糸威瑠璃斎胴具足」

毎月第３日曜日は 「家庭の日」

16広報 都城 令和元年7月号



市
で
は
、
高
齢
者
が
自
立
し
た
日
常
生

活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
体
制
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
住
み
慣
れ
た

自
宅
や
地
域
で
の
生
活
を
支
援
す
る「
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
」を
紹
介
し
ま

す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

�

介
護
保
険
課　
☎
23
－
２
６
８
８

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の
特
徴

１
つ
の
事
業
所
で
、
３
つ
の
サ
ー
ビ
ス

を
組
み
合
わ
せ
て

利
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、少
人
数
の

グ
ル
ー
プ
制
で
、家

庭
的
な
雰
囲
気
の
中

で
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
、顔
な
じ
み
の
ス

タ
ッ
フ
が
24
時
間
・

３
６
５
日
対
応
し
ま

す
。

⃝
�

料
金

介
護
度
に
応
じ
た

月
額
定
額
制

⃝
�

対
象

要
支
援
１・２
、

要
介
護
１
～
５

住
み
慣
れ
た

地
域
で

自
分
ら
し
く

市
内
の
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
事
業
所

ち
っ
ち
ゃ
な
お
家
み
づ
き（
志
比
田
町
）

☎
46
－
３
５
５
０

小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
一
休
庵
い
わ
よ
し

（
郡
元
町
）

☎
46
－
４
０
１
１

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
豊
明
苑

（
蓑
原
町
）

☎
23
－
３
９
９
３

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
ほ
ほ
え
み
の

園
ヒ
ス
ト
リ
ア
Ⅰ（
早
鈴
町
）

☎
51
－
７
０
７
７

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
ほ
ほ
え
み
の

園
ヒ
ス
ト
リ
ア
Ⅱ（
高
城
町
桜
木
）

☎
36
－
５
８
７
０

利
用
者
の
声

「
パ
ー
ト
ナ
ー
に
、
で
き
る
限
り
自
宅

で
の
生
活
を
続
け
て
ほ
し
い
」
と
の
思
い

で
妻
に
寄
り
添
い
、
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
を

利
用
し
て
い

る
齊
藤
卓た

く

治じ

さ
ん（
一
万
城

町
）に
話
を
聞

き
ま
し
た
。

Ｑ  

利
用
し
て
良
か
っ
た
こ
と
は

妻
の
症
状
が
進
行
し
、
自
宅
で
の
介

護
が
難
し
く
な
っ
た
た
め
、
利
用
を
始
め

ま
し
た
。
好
き
な
歌
を
歌
っ
た
り
料
理
を

し
た
り
し
な
が
ら
、
施
設
内
を
笑
顔
で
過

ご
し
て
い
て
、
安
心
し
て
預
け
ら
れ
ま
す
。

通
い
や
泊
ま
り
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
な
が

ら
利
用
で
き
る
の
で
、
と
て
も
便
利
で
あ

り
が
た
い
で
す
ね
。

音
楽
に
親
し
む「
遊
び
場
」

音
楽
教
育
法「
リ
ト
ミ
ッ
ク
」
の
要

素
を
取
り
入
れ
、
体
全
体
を
使
っ
て
音

楽
を
楽
し
み
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な

感
性
を
育
む
リ
ズ
ム
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
Ｍ
Ｊ
う
た
倶
楽
部kids

」。
平
成
21
年

の
開
始
以
降
、
そ
の
楽
し
さ
が
口
コ
ミ

で
広
が
り
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
参

加
す
る
人
気
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
な
り

ま
し
た
。

芽
を
出
し
始
め
た「
文
化
の
種
」

本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
き
っ
か
け
で

Ｍ
Ｊ
に
来
館
し
た
子
ど
も
た
ち
が
、
他

分
野
の
事
業
に
も
関
心
を
持
ち
、
再
び

来
館
す
る
な
ど
、
都
城
の
文
化
振
興
の

た
め
に
ま
い
た「
種
」
は
芽
を
出
し
始

め
て
い
ま
す
。

こ
の
種
が
、
や
が
て
花
を
咲
か
せ
る

ま
で
、
水
を
絶
や
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、

本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
小
・
中
学
校
で

実
施
し
て
い
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事
業

（
鑑
賞
教
室
）な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に

取
り
組
み
な
が
ら
、
今
後
も
、
未
来
の

都
城
を
担
う
人
材
の
育
成
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

参
加
者
の
声

歌
や
お
遊
戯
が
大
好
き
な
長
男
の
興

味
・
関
心
を
伸
ば
そ
う
と
思
い
、
参
加
。

ま
た
、
長
男
が
楽
し
そ
う
に
踊
る
の
を

見
て
、
次
男
も
参
加
し
ま
し
た
。
都
城

少
年
少
女
合
唱
団
が
笑
顔
で
教
え
て
く

れ
、
毎
回
、
と
て
も
楽
し
く
過
ご
し
て

い
ま
す
。

１つの事業所で３つのサービス 自宅

通い 訪問 泊まり

総
合
文
化
ホ
ー
ル

都
城
に「
文
化
の
種
」を
ま
く

都
城
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル（
Ｍ
Ｊ
）で
は
、
地
域
の
文
化
を
守
り
発

展
さ
せ
な
が
ら
、
未
来
の
都
城
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に「
文
化
の
種
」

を
ま
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
、
代
表

的
な
自
主
事
業
の
一
つ「
Ｍ
Ｊ
う
た
倶ク

楽ラ

部ブkids

」を
紹
介
し
ま
す
。

�

◎
問
い
合
わ
せ　
総
合
文
化
ホ
ー
ル　
☎
23
－
７
１
４
０

小田さん親子（都原町）

木
ゆ う こ

綿子さん、丈
た け る

翔くん、

弘
ひ ろ と

翔くん  （左から）
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